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石川県立美術館だより　第254号

常設展示室（前田育徳会展示室）
特　集

天神画像と文房具
11月26日（金）～12月23日（木・祝）

加
賀
藩
主
前
田
家
は
、
三
代
藩
主
利
常
の
頃
よ
り
「
先
祖
は
菅

原
道
真
で
あ
る
」
と
公
言
す
る
よ
う
に
な
り
、
藩
政
期
を
通
し
て

「
天
神
さ
ま
」
に
深
い
崇
敬
を
寄
せ
ま
し
た
。
利
常
は
京
都
・
北

野
天
満
宮
を
模
し
た
小
松
天
満
宮
を
建
立
し
、
五
代
綱
紀
は
道
真

関
係
資
料
を
積
極
的
に
収
集
し
ま
す
。
ま
た
、
道
真
没
後
五
十
年

毎
に
開
か
れ
る
大
萬
燈
祭
に
際
し
て
は
、
綱
紀
・
八
代
重
熈
・
十

一
代
治
脩
・
十
三
代
斉
泰
が
北
野
天
満
宮
へ
そ
れ
ぞ
れ
太
刀
を
奉

納
し
、
そ
の
境
内
に
は
斉
泰
・
十
四
代
慶
寧
・
十
五
代
利
嗣
・
大

聖
寺
藩
十
四
代
利
鬯
に
よ
っ
て
明
治
時
代
に
建
立
さ
れ
た
石
碑
が

現
在
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
前
田
家
は
先
祖
神
と
し

て
「
天
神
さ
ま
」
を
崇
め
、
そ
の
た
め
前
田
育
徳
会
に
は
道
真
関

連
資
料
が
現
在
も
多
く
残
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
本
特
集
で
は
、

そ
の
中
か
ら
道
真
の
姿
を
描
い
た
「
天
神
画
像
」
と
、「
学
問
の

神
」
で
も
あ
る
道
真
に
ち
な
ん
で
、
育
徳
会
に
伝
わ
る
文
房
具
を

紹
介
し
ま
す
。

「
天
神
画
像
」
に
は
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず

れ
も
道
真
に
関
す
る
説
話
に
基
づ
い
た
も
の
で
す
。
大
宰
府
へ
送

ら
れ
る
船
の
中
で
、
座
ろ
う
に
も
敷
物
も
な
い
た
め
、
仕
方
な
く

丸
め
た
縄
の
上
に
座
っ
た
と
こ
ろ
、
あ
ま
り
の
惨
め
さ
に
怒
り
が

込
み
上
げ
、
そ
の
表
情
を
露
に
し
た
と
い
う
「
縄
敷
天
神
画
像
」。

道
真
が
中
国
へ
渡
り
法
衣
を
受
け
た
と
い
う
、
室
町
時
代
の
禅
僧

の
間
で
語
ら
れ
る
説
話
に
基
づ
い
た
、
中
国
風
の
装
束
を
身
に
付

け
、
梅
の
枝
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
「
渡
唐
天
神
像
」
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
姿
は
、「
天
神
さ
ま
」
が
多
様
な
神
と
し
て
親
し
ま
れ

た
証
で
あ
り
、
前
田
家
が
先
祖
と
し
て
「
天
神
さ
ま
」
を
崇
め
た

理
由
も
、
こ
う
し
た
変
化
自
在
な
姿
に
対
す
る
憧
れ
だ
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
回
は
六
点
の
天
神
画
像
を
紹
介
し
ま
す
。

文
房
具
は
大
変
小
さ
な
も
の
で
す
が
、
い
ず
れ
も
精
緻
な
つ
く

り
と
な
っ
て
お
り
、
歴
代
藩
主
の
愛
用
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。
中
国
か
ら
舶
載
さ
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
大
理

石
・
象
牙
・
瑪
瑙
め
の
う

と
い
っ
た
贅
沢
な
素
材
が
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
硯
・
筆
架
・
文
鎮
・
水
滴
な
ど
三
十
八
点
を
紹
介
し
ま
す
。

加
賀
の
古
刹
と
し
て
知
ら
れ
、
曹
洞
宗

そ
う
と
う
し
ゅ
う
第
二
の
本
山
と
も
言
わ

れ
る
大
乗
寺
の
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。
現
在
、
金
沢
市
長
坂
町

に
あ
る
大
乗
寺
は
、
加
賀
の
守
護
で
あ
っ
た
富
樫
家い
え

尚ひ
さ

の
創
建
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
鎌
倉
時
代
末
の
弘
長
元
年
（
一
二
六
一:

一
説
に

は
三
年
と
も
伝
え
ら
れ
ま
す
）、
現
在
の
野
々
市
町
に
一
寺
を
建

立
し
、
真
言
僧
の
澄
海

ち
ょ
う
か
い
を
住
持
さ
せ
た
こ
と
に
始
ま
る
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
澄
海
は
後
に
永
平
寺
よ
り
徹て
っ

通つ
う

義ぎ

介か
い

を
招
き
、
こ

の
寺
を
禅
寺
と
し
て
開
山
し
ま
す
。
こ
う
し
て
大
乗
寺
は
、
永
平

寺
以
外
で
は
最
初
に
建
て
ら
れ
た
曹
洞
宗
寺
院
で
あ
る
こ
と
か

ら
、「
曹
洞
宗
第
二
の
本
山
」
と
も
称
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
後
、
永
光
寺
・
総
持
寺
の
開
山
で
も
あ
る
大
乗
寺
二
世
瑩け
い

山
紹
瑾

ざ
ん
し
ょ
う
き
ん
、
三
世
明め
い

峰ほ
う

素そ

哲て
つ

の
時
期
に
基
礎
が
築
か
れ
、
室
町
時
代

に
は
足
利
幕
府
の
祈
願
寺
と
し
て
寺
領
・
屋
敷
が
安
堵
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、「
百
姓
の
持
ち
た
る
国
」
と
も
呼
ば
れ
た
よ
う
に
、

加
賀
で
は
国
主
の
富
樫
氏
が
一
向
一
揆
に
よ
っ
て
倒
さ
れ
、
そ
の

保
護
者
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
一
揆
を
平
定
し

た
柴
田
勝
家
の
兵
火
に
よ
っ
て
、
堂
宇
も
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。そ

の
復
興
は
、
加
賀
藩
の
時
代
に
な
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
二

代
藩
主
・
前
田
利
長
の
臣
下
、
加
藤
重し
げ

廉か
ど

に
よ
っ
て
、
金
沢
木
の

新
保
（
現
在
の
金
沢
市
本
町
）
に
移
転
・
再
興
さ
れ
た
の
で
す
。

さ
ら
に
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
に
は
加
賀
藩
の
老
臣
で
本
多
家

の
家
祖
で
あ
る
政ま
さ

重し
げ

に
よ
り
、
本
多
家
下
屋
敷
の
隣
接
地
で
あ
る

石
浦
大
乗
寺
坂
（
現
在
の
本
多
町
）
に
移
転
し
ま
す
。
今
で
も
県

立
工
業
高
校
か
ら
石
引
台
地
へ
登
る
坂
を
大
乗
寺
坂
と
呼
ん
で
お

り
、
そ
の
名
残
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。

二
十
六
世
月
舟
宗
胡

げ
っ
し
ゅ
う
そ
う
こ

は
大
乗
寺
中
興
の
祖
と
い
わ
れ
、
本
格
的

な
復
興
が
始
ま
り
ま
す
。
宗
規
の
回
復
と
移
転
計
画
が
進
め
ら
れ
、

二
十
八
世
明
州
珠
心
の
時
、
藩
よ
り
与
え
ら
れ
た
現
在
の
地
に
移

転
し
、
今
日
に
続
く
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

現
在
、
当
館
に
一
括
寄
託
さ
れ
る
大
乗
寺
の
文
化
財
は
、
古
文

書
・
絵
画
・
工
芸
の
類
な
ど
で
す
が
、
今
回
は
そ
れ
ら
の
う
ち
よ

り
、『
佛ぶ
つ

果か

碧へ
き

巌が
ん

破は

関き
ゃ

撃く

節せ
つ

』（
一
夜
碧
巌
集
）
を
は
じ
め
、
重
要

文
化
財
五
点
を
含
む
、
二
十
一
点
を
展
示
し
ま
す
。

常設展示室（第2展示室）
特　集

大乗寺の文化財
11月26日（金）～12月23日（木・祝）

□
大
乗
寺
総
門
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石川県立美術館だより　第254号

常設展示室（第4展示室）
特　集

版画の魅力
―シャガール・ミロ・東山魁夷―
11月26日（金）～12月23日（木・祝）

描
画
、
製
版
、
刷
り
と
い
う
3
つ
の
行
程
を
経
て
イ
メ
ー
ジ
が

具
現
化
さ
れ
る
版
画
は
、
直
接
に
描
か
れ
る
タ
ブ
ロ
ー
と
は
異
な

り
、
素
材
や
技
術
上
の
制
約
が
作
品
に
大
き
く
関
わ
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
制
約
が
、
制
作
者
も
思
わ
ぬ
効
果
を
生
み
だ
し
、
尽

き
せ
ぬ
魅
力
を
作
品
に
与
え
る
源
泉
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

今
日
で
は
、
そ
の
技
術
は
発
展
し
、
製
版
の
段
階
に
お
い
て
は
最

新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
も
加
味
し
、
実
に
様
々
な
表
現
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
あ
る
枚
数
同
一
の
も
の
が
刷
ら
れ
る
版
画
は
、
紙
と

い
う
材
質
と
手
頃
な
サ
イ
ズ
に
よ
り
、
手
に
持
っ
て
鑑
賞
し
う
る

と
い
う
親
密
さ
を
持
ち
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
お
い
て
身
近
な

絵
画
の
1
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
広
く
普
及
し
て
い
ま
す
。

本
特
集
で
は
、
多
岐
に
渡
る
版
画
技
法
の
中
か
ら
、
エ
ッ
チ
ン

グ
、
ア
ク
ア
チ
ン
ト
、
リ
ト
グ
ラ
フ
を
中
心
に
し
た
解
説
パ
ネ
ル

と
資
料
及
び
、
制
作
に
使
う
道
具
も
あ
わ
せ
て
展
示
し
ま
す
。

様
々
な
技
法
と
、
そ
の
制
作
プ
ロ
セ
ス
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
生
涯
に
数
千
点
の
版
画
作
品
を
制
作
し
た
シ
ャ
ガ
ー
ル
、

ミ
ロ
な
ど
西
洋
の
作
家
の
作
品
に
、
当
館
所
蔵
の
東
山
魁
夷
を
は

じ
め
、
石
川
県
ゆ
か
り
の
作
家
の
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
こ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

作
家
が
そ
れ
ぞ
れ
に
技
法
を
駆
使
し
、
そ
の
持
ち
味
を
生
か
し

な
が
ら
表
現
し
て
い
ま
す
。
高
度
な
版
画
技
術
に
よ
っ
て
制
作
さ

れ
た
作
品
を
じ
っ
く
り
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
、
版
画
に
対
す
る
興

味
・
関
心
を
さ
ら
に
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

主
な
展
示
作
品

ミ
ロ
へ
の
賛
歌
3
（
詩
画
集
「
ミ
ロ
へ
の
賛
歌
」
よ
り
）
ミ
ロ

日
本
語
（
詩
画
集
「
手
づ
く
り
諺
」
よ
り
）

ミ
ロ

箱
舟
の
鳩
（
版
画
集
「
バ
イ
ブ
ル
」
よ
り
）

シ
ャ
ガ
ー
ル

以
上
3
点
　
富
山
県
立
近
代
美
術
館
蔵

花
の
中
の
自
画
像

シ
ャ
ガ
ー
ル

男
の
横
顔

タ
マ
ヨ

以
上
2
点
　
金
城
短
期
大
学
蔵

海
山
十
題

東
山
魁
夷

今月の特集「版画の魅力―シャガール・ミロ・東山魁
夷―」では、版画作品がずらりと展示されています。版
画制作のすべての課程で原作者の版による表現意図が貫
徹された版画のことを‘オリジナル版画’といい、通常、
画面の右下に作家のサイン、左下に限定番号が書かれて
います。この限定番号は、作家の承認なしに版画が複製
されるのを防ぐため、版画の数量管理の必要から考え出
されたものです。限定部数を分母とし、分子に一連の当
該番号を記入します。写真①26/70は限定部数70部のう
ち26番ということになります。ただし、この限定番号は
必ずしも刷り出された順序を示しているものではありま
せん。
この限定番号の他にも、写真②のようにE.A[エプルー

ブ・ダルティスト E′preuve d’artiste〈仏〉]（A.P[Artist’s
proof]と書かれることもある）と記入されるものもあり
ます。これらは作家の見本刷りや保存用としてオリジナ
ル版画の他に少部数刷られる版画のことを意味する記号
です。

鑑賞ファイル No.4 版画の限定番号

海山十題「潮声」 東山魁夷

① ②

男の横顔　タマヨ
金城短期大学蔵

箱舟の鳩　シャガール
富山県立近代美術館蔵
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石川県立美術館だより　第254号

常設展示室

主な展示作品
11月26日（金）～12月23日（木・祝）

'＝国宝　◎＝重要文化財　○＝重要美術品
□＝石川県指定文化財

◎
佛
果
碧
巌
破
関
撃
節
上
　
道
元

山
溪
清
秋
図
　
木
村
杏
園

蜘
蛛
の
糸
　
鴨
居
　
玲

青
釉
暮
色
　
北
出
不
二
雄

ミ
ゼ
レ
ー
レ
Ⅵ

中
村
晋
也

第
4
展
示
室
（
油
彩
画
・
彫
塑
）

特
集

版
画
の
魅
力

※
3
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
5
展
示
室
（
工
芸
）

陶
磁

青
釉
暮
色

北
出
不
二
雄

漆
工

双
魚
飾
皿

三
谷
吾
一

染
織

遊
童
図

木
村
雨
山

金
工

直
刀
　
七
星
剣
写

隅
谷
正
峯

木
竹
工

欅
造
盛
器

川
北
良
造

人
形

木
彫
加
彩
人
形
「
つ
つ
井
筒
」

下
口
宗
美

截
金

木
彫
截
金
彩
色
合
子
「
酉
」

西
出
大
三

第
6
展
示
室
（
日
本
画
）

山
溪
清
秋
図

木
村
杏
園

秋
景
渓
流
図

越
塚
友
邦

窓
辺
の
静
物

戸
田
博
子

生
生

仁
志
出
龍
司

北
風
の
浜

平
桜
和
正

能
登
海
浜
加
賀
山
麓
図

山
脇

雲

前
田
育
徳
会
展
示
室

特
集

天
神
画
像
と
文
房
具

胞
輪
天
神
像

渡
唐
天
神
像
　
月
僊
筆

瑪
瑙
石
硯

銅
獅
子
筆
架

象
牙
車
輪
文
鎮

銅
鍍
金
翡
翠
形
水
滴

第
1
展
示
室

'
色
絵
雉
香
炉

野
々
村
仁
清

◎
色
絵
雌
雉
香
炉

野
々
村
仁
清

第
2
展
示
室

○
□
色
絵
布
袋
図
平
鉢
　
古
九
谷

□
色
絵
鳳
凰
図
平
鉢
　
古
九
谷

□
青
手
樹
木
図
平
鉢
　
古
九
谷

特
集

大
乗
寺
の
文
化
財

◎
佛
果
碧
巌
破
関
撃
節
　
上
・
下

道
元

◎
羅
漢
供
養
講
式
稿
本
断
簡

道
元

◎
韶
州
曹
溪
山
六
祖
師
壇
経

◎
三
代
嗣
法
書
　
徹
通
義
介
・
け
い

山ざ
ん

紹
瑾
・
明
峰
素
哲

◎
支
那
禅
刹
図
式

第
3
展
示
室
（
油
彩
画
・
彫
塑
）

油
彩
画

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
囲
ま
れ
た
男

大
場
吉
美

女
神

上
條
陽
子

蜘
蛛
の
糸
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中
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雄

熱
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夢

宮
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三
郎

彫
塑

折
ら
れ
て
い
た
花

木
村
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二

◆
観
覧
料

団
体
（
20
名
以
上
）

一　般
350円

大学生
280円

高校生以下は
無料

一　般
280円

大学生
220円

高校生以下は
無料

個
　
　
　
人
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ミュージアムコンサート
9月26日（日）「藤原真理　チェロ・リサイタル」
日本を代表するチェリストの藤原真理さんをお招きして

のコンサートでした。当館では平成6年以来6度目の公演で、
当館の雰囲気が大好きとおっしゃる藤原さんの演奏に参加
者は大いに魅了された様子でした。
バッハの「無伴奏チェロ組曲」は、何曲かを、解説を交

えながら弾きくらべることで、わかりやすく、親しみやす
いコンサートとなりました。また、黛敏郎「BUNRAKU
（文楽）」は、まるで和楽器を弾いているかとの錯覚を覚え
るような音色を楽しむことができました。
1階ロビーでは、開演前の時間を利用してミニ・コンサ

ートも行われました。入場整理券を必要としない企画で、
偶然居合わせた参加者からは、とても幸運だったとの感想
が寄せられました。

ミュージアム　レポート

英国皇太子妃を魅了した着物

それぞれの国の伝統衣装というものは、当然その国の
人々が着るものですから、衣装の形や色などは、着用する
人々の肌や髪の毛の色、顔つき、体型などにふさわしいも
のです。
近頃の日本人の体型は、欧米型の生活が浸透したせいか、
ずいぶんと変わってきているようですが、やはり着物は日
本人のすっきりとした顔つきや体型に、よく似合っている
と思えます。最近ちょっとしたブームで、ゆかたを着る若
い女性が増えて、それとともにもっと気軽に着物を着てみ
ようという女性も、年齢を問わず増えているようで、伝統
が廃れつつある中で大変喜ばしいことです。
さて、"sake"（酒）のように、日本語の音はそのままで、

世界共通の単語になったものは少なからずありますが、
"kimono"（着物）という言葉もその一つです。日本以外の
国の人々から見ても、着物が独自の魅力を放つ衣装である
ことを示していると言えます。揺れる袖が優美でかつ、畳
むと完全に平面になってしまう合理性を兼ね添えた着物
は、時代や国境を越えて人を惹き付けるのでしょう。
友禅の人間国宝、羽田登喜男さんご一家は、平成8年に

フランスの染織の町リヨンで、展覧会を開いて好評を博し
ましたが、ご子息の羽田登さんのお話によると、タイトル
を決める際にフランス側から、展覧会の内容がすぐに分か
るので、「着物」と言う言葉を入れるべきだという申し出
があったそうです。羽田さんご一家の華麗な友禅の着物は、
この異国情緒あふれる言葉とともに、リヨンの人々に強い
印象を与えたことでしょう。
今回展示される作品の中に、羽田登喜男さんの代表作の

一つである友禅振袖「松韻鶴浴文」があります。これはイ
ギリスの故ダイアナ元妃が皇太子妃として来日した際に、
京都市からプレゼントしたものと同じ作品として、つとに
知られています。柔らかな朱色の地に鶴や松、柘榴など瑞
祥を表す文様が描かれた、大変華やかな振袖です。
この振袖が贈呈されたとき、彼女はその場で着物を羽織

りました。公衆の面前で衣服をまとうということは、まず
あり得なかった彼女の珍しいエピソードです。前例を覆す
ほどに英国の皇太子妃を魅了した着物を、ぜひご覧になっ
て下さい。 （寺川和子　学芸主任）

※「きものの美－新春を寿ぐ－」の会期は

2005年1月4日（火）～1月30日（日）です。

企画展TOPIC企画展TOPIC企画展TOPIC

「きものの美－新春を寿ぐ－」後編 

友禅振袖「松韻鶴浴文」 羽田登喜男

部分

蒔絵菊慈童図薬籠箱 伝五十嵐道甫

蒔絵脇息図十二律箱 伝五十嵐道甫

蒔絵和漢両景図硯箱 五十嵐様式

蒔絵鹿に紅葉図硯箱 五十嵐様式

蒔絵巖浪図硯箱 伝五十嵐道甫

蒔絵竹垣に秋草図歌書箱 伝五十嵐道甫
計6点

◇展覧会　五十嵐派の蒔絵

◇会　期　平成16年12月14日（火）

～平成17年2月13日（日）

◇会　場　東京国立博物館

色絵雲錦手杯台 尾形乾山
計1点

◇展覧会　秋季特別展「乾山―幽邃と風雅の世界―」

◇会　期　12月15日（水）まで

◇会　場　MIHO MUSEUM

貸出中の所蔵品
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アート・ナウKANAZAWA

第43回北陸中日美術展
11月28日（日）～12月8日（水）（第7～9展示室）

部門　平面・立体・工芸

現代美術の創造を目指す本展は、新人作家の登龍門
として幾多の新進作家を送り出しており、個性豊かな
力作が数多く出品されます。
全国から応募のあった作品から、美術評論家・針生

一郎氏、多摩美大教授・建畠晢氏の両先生の審査によ
る、入賞・入選作品約140点を展示します。

◇入場料　一般・大高生　700円（500円）
中学生以下無料
（）内は前売り・団体料金
※当館友の会会員は、会員証提示により団
体料金になります。

◇連絡先 金沢市香林坊2-7-15
北陸中日新聞事業部　1076-233-4642

第50回記念 一陽展 金沢展
12月11日（土）～15日（水）（第7～9展示室）

昭和30年7月に鈴木信太郎・野間仁根・高岡徳太郎ら
を中心として、一陽会は「清新にして深奥なるものの
創造に勉励し、新時代の美術を推進せん」「尖鋭なる未
完成こそ推薦」をスローガンに掲げ組織され、本年で
創立50年を迎えました。表現様式のいかんを問わず多
彩な作家群を擁し、抽象と具象の作風が競合する展覧
会です。今秋、東京都美術館で開催された第50回記念
一陽展の出品作品より選抜された基本作品と北陸支部
地元作品の油彩画・アクリル画・版画・彫刻の100余点
を展観します。ベテラン作家の秀作から尖鋭な若手作
家の力作をご鑑賞ください。

◇主な出品作家

［絵画・基本作品］
北山泰斗、棚瀬修次、森　秀雄、坪井正光、
沢オイ（金沢出身）、畠中陽一（輪島出身）
［彫刻・基本作品］
小池郁男、阿部雪子（金沢出身）
［絵画・地元作品］
大場吉美、岩永勝彦、酒井幸雄、佐川文子、
野中未知子、判　三教、安田　淳
［彫刻・地元作家］
大鍬英治

◇入場料 一般700円（500円）大学生500円（300円）
高校生以下無料　（ ）内は団体料金
※当館友の会会員は会員証提示で団体料金
になります。

◇連絡先 金沢市粟崎町2-86
大場吉美方　一陽会北陸支部事務所
1076-238-3096

第89回公募写真展研展
12月18日（土）～22日（水）（第7展示室）

東京写真研究会が主催する研展は、研究会（関東、
中部、関西、北陸の4支部）の会員と、一般公募の2部
門で構成され、約200点が展示されます。北陸から会員
の部では、会長賞に寺井明夫、研展奨励賞に大橋京子、
村瀬栄一、橋端末治、公募の部では、東京都知事賞に
荒川良一、共同通信社事業本部フォトセンター長賞に
宮本玲子、東研賞に富田晃子、東研奨励賞に山上巖、
津田朝子の各氏が受賞しました。

◇入場無料

◇連絡先　金沢市野町4-9-13 内島一郎
1076-241-2279

第14回石川独立DO展
12月18日（土）～22日（水）（8・9展示室）

石川独立の前身は、昭和54年に県内在住の独立展出
品者を中心にDO

ディーオー

展として発足しました。日本的フォー
ビズム（野獣派）の流れを汲む独立展は、自由で個性
強烈な作家を輩出していることで注目を集めています。

◇出品予定作家

大泉佳広、大西佑治、大部雅子、金子顕司、
京岡英樹、桑野幾子、小森初香、指江昌克、
佐藤仁敬、進地美穂、田井　淳、南城　守、
西又浩二、堀　一浩、前田さなみ、三浦賢治、
水野寿代、山田裕之

◇入場無料

◇連絡先 金沢市小立野1-13-4 山田裕之
1076-221-7792

各地の展覧会 ………………12月
※開催日程、休館日、内容等は直接各館へお問い合わせ下さい。

佐伯祐三展 12/12まで
大阪市立近代美術館（大阪市・06-6208-9096）

20世紀美術にみる人間展 12/12まで
三重県立美術館（津市・059-227-2100）

マン・レイ展「私は謎だ。」 12/15まで
山梨県立美術館（甲府市・055-228-3322）

「草間彌生　－永遠の現在」展 12/19まで
東京国立近代美術館（千代田区・03-5777-8600）

マルセル・デュシャンと20世紀美術 12/19まで
国立国際美術館（大阪市・06-4860-8600）

古代都市誕生－飛鳥時代の仏教と国づくり－ 12/20まで
大阪歴史博物館（大阪市・06-6946-5728）

江戸絵画への熱いまなざし 12/26まで
愛媛県美術館（松山市・089-932-0010）

企画展示室



― 7 ―

石川県立美術館だより　第254号

月　日

12/4（土）

12/5（日）

12/11（土）

12/12（日）

12/18（土）

12/19（日）

行　事
キッズ☆プログラム

月 例 映 画 会

美 術 講 座

ビデオ鑑賞会

ギャラリー・トーク

月 例 映 画 会

会　場
講義室

ホール

講義室
ホール
常設展示室

ホール

12月の行事案内 《入場無料（ギャラリートークを除く）・いずれも午後1時30分から行います》

※12月の全館休館日は24日（金）～31日（金）です。

内　　　　　　　　容
鑑賞講座「版画の魅力」 （吉村尚子　学芸主任）
※小学生対象の講座です。常設展示を鑑賞しながらの講座になります。
石の文化（29分）
縄文土器（24分）
藤島武二　人と芸術 （織田春樹　学芸主任）
国宝11 平等院鳳凰堂・浄瑠璃寺（29分）
大乗寺の文化財 （谷口　出　普及課長）
※展示室内で行われるため、常設展示の入場券が必要です。
彫る　棟方志功の世界（39分）

今回の文化財現地見学は「お伊勢参りと三重の芸
術探訪」と題し、参加人数は40名と例年より少ない
ものの、10月30日（土）、31日（日）の2日間にわた
って実施されました。
10月30日（土）
バスに揺られること4時間半、最初の見学地である

高田本山専修寺（津市）に到着。如来堂と宝物館の2
個所をお寺の方にご案内いただき、丁寧な説明を受
けました。境内も広く、宝物館には親鸞聖人の直筆
の書状など、多くの文化財が所蔵されており、見応
えがありました。もう少し、境内を散策する時間が
欲しかったように思われます。
お昼もだいぶまわっていたので、ホテルに着き早

速昼食タイム。美味しかったとの感想をいただきま
した。空腹を満たした後は、三重県立美術館（津市）
へ。学芸員から、美術館の概要などお話しいただき、
現在、開催中の展覧会「20世紀美術にみる人間展」
を鑑賞。日本画・油彩画・版画・彫刻をテーマ別に
それぞれ展示され、展示室も多く、鑑賞には約1時間
かかりました。
さて次は、斎宮歴史博物館（明和町）へ。学芸員

から開催中の特別展「百人一首の世界」を丁寧に説
明していただきながら、「時代不同歌合絵巻」や「百
人一首抄」などを観賞。その後、映像展示室で斎王
が都から伊勢の斎宮に到着するまでをハイビジョン
映像で再現した「斎王群行」を鑑賞しました。約600
年間行われたという儀式が考古学的資料や、コンピ
ューターグラフィックを使い、リアルに再現されて
いました。
1日目の見学を終え、今晩1泊予定の伊勢シティホ

テルへ。皆様お疲れ様でした。
10月31日（日）
8時にホテルを出発。まずは伊勢神宮・外宮（伊勢

市）へ。外宮は、豊受大御神をお祀りしています。
正殿の千木は外削ぎ〈垂直切〉になっています。雨
上がりのしっとりとした趣の参道を歩き、すがすが
しい気持ちで参拝できました。別宮である、多賀
宮・土宮・風宮まで足を伸ばしゆっくりできました。

伊勢志摩スカイラインを走り、朝熊山の山頂にあ
る展望台へ向かいましたが、あいにくの霧で360度の
パノラマが拝めませんでした。う～ん、残念！その
後、伊勢神宮の鬼門を守る寺として、神宮の奥の院
ともいわれている金剛證寺（伊勢市）に到着。国宝
線刻阿弥陀三尊来迎鏡像、国宝経筒など多くの美術
品・文化財を所蔵しています。お寺の方から親切で
丁寧な説明を受け、宝物館と本堂の内陣を鑑賞しま
した。
次は伊勢神宮・内宮（伊勢市）へ。内宮は天照大

御神をお祀りしており、正殿の千木は内削〈水平切〉
になっています。バスから降りてすぐ、宇治橋のた
もとで記念撮影。昼食をとる予定の「岩戸屋」のガ
イドとともに宇治橋を渡り、説明を受けながら正宮
まで歩きました。連日の雨で五十鈴川が増水してい
たため、川辺に降りることができず残念でした。
お昼は伊勢名物の伊勢うどんと手こね寿しをいた

だいた後、おかげ横丁をぶらぶら。皆様お土産をた
くさん買っていらっしゃいました。
さて、最後の見学地である神宮美術館（伊勢市）

へ。日本芸術院会員や、重要無形文化財保持者など
の美術・工芸家から神宮に奉納された作品を展示し
ている美術館です。学芸員による説明を受けながら
企画展「神宮所蔵名品展」を鑑賞しました。
今回の見学コースは三重県ということもあり、朝

は7時の出発となりました。天候はあいにくの雨模様
でしたが、おおむね予定時刻通りに見学地を回るこ
とができました。バスでの移動時間が長かったので
すが、参加者の皆様には疲れた様子もあまり見受け
られず、笑顔で帰られる方が多かったので安心いた
しました。
終わりに、ご参加の皆様と各見学地でお世話くだ

さいました関係各位に深く感謝申し上げます。

文化財現地見学報告 文化財現地見学報告 

伊勢神宮・内宮　宇治橋前
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TEL 076（231）7580 FAX 076（224）9550
URL http://www.ishibi.pref.ishikawa.jp/

次回の展覧会

特別陳列　加賀藩前田家伝来―能面と能装束―
（前田育徳会展示室・第2展示室）

特集　書の世界―さまざまな形象・風雅の筆あと―
（第6展示室）

1月4日（火）～30日（日）

平桜氏は、昭和6年金沢に生まれ、26年金沢美
術工芸専門学校を卒業後、一時小中学校の教員を
勤め、29年に金沢美術工芸短期大学を修了しまし
た。32年からは、金沢美術工芸大学で後進の指導
にあたり、現在は名誉教授として活動されていま
す。山口華楊に師事し、日展を中心に作品を発表、
その作風は、控えめでさりげなく、それでいて内
面に自己の情念を凝縮したかのような表現が中心
で、それらは、北陸の風土を如実に感じさせるも
のとなっています。
作者が、まだ自己の画風を模索していた昭和20

～30年代にかけては、抽象画が流行した時期であ
り、戦後の日本画も大きな転換期を迎えていまし
た。画面は厚塗りが主流になり、抽象的な画面構
成も試みられたりして、作者も一時期そうした動
向に影響を受けたようです。しかし、師であった
山口華楊の「足下をもっとよく見て描け」という
言葉を胸に刻み、生まれ育った郷里の自然のなか

にモティーフを見出して、穏やかで堅実な描写の
なかに、作者の個性が発揮されていくことになり
ました。
この作品では、静かに波が打ち寄せる穏やかな

海辺の情景の中で、羽を休める三羽のトンビの鋭
い眼光が、画面に緊張感を与えています。そのト
ンビは、白い波を背景にくっきりと浮かび上がり、
構図の重要なポイントとなっているのがわかりま
す。制作にあたっては、トンビがなかなか思うよ
うに描けず、野鳥園へ通ったり、浜に魚の残をま
いてトンビを招き寄せ物陰に隠れて観察したり、
車にぶつかって死んだトンビを拾って写生したり
と、さまざまな努力を重ねたといいます。このよ
うに作者は、心ゆくまでスケッチを重ね、入念に
構想を練り上げて、存在感のある画面を創り出し
ていったのです。
※第6展示室で展示中

北風の浜

平桜和正 昭和6年（1931）～

昭和62年　第19回改組日展
縦162.1 横214.4（cm）

絵はがき（1枚50円） 右／色絵雉香炉・色絵雌雉香炉
左／色絵鳳凰図平鉢　古九谷

ミュージアムショップ通信ミュージアムショップ通信

先頃開催された「香月泰男展」ご覧になられましたか？シベ
リアシリーズの作品には一点ずつ、作家自身のコメントが書か
れており、作品に込められた思いがずしりと伝わってくる展覧
会でした。講演会も定員をはるかに超えた300名近くの熱心なフ
ァンが来館し、講師である立花隆氏のお話に耳を傾けていまし
た。展覧会の図録はおかげさまで完売いたしました。ありがと
うございました！
さて、今月は絵はがきを紹介しましょう。来年の干支は酉

とり

と
いうことで、新年のご挨拶にいかがでしょうか？この他にもい
くつか鳥をデザインしたはがきがありますのでどうぞ、ご利用
ください。


